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平成22年度編入学者・転入学者選抜学力検査

　　　　電気電子工学科専門試験（第一部）

試験日時　平成21年6月26日（金）

　　　10：00～12＝0ζ0

（解答上の注意）

　◎解答の際解答用紙のホチキス止めをはずして下さい。

　◎配布物は，問題用紙2枚，解答用紙5枚，計算用紙1枚です。
　◎「電気磁気学」「電気回路」の2科目両説を解答して下さい。

　◎解答が解答用紙表面に書ききれない場合，裏面に続いてもよいが，その場合

　　は表面の下側が裏面の上側1こなるようにして下さい。

　◎電卓は使用できません。

　◎試験終了後は問題用紙と計算用紙を持ち帰って下さい。



平成22年度　編入学者・転入学者選抜学力検査・［問題］

科目－1．電気磁気学

◎テスト問題は2問で，裏面まであります．

問1　図1に示すような，単位長さ（1＝1［m］）の同軸円筒導体があり，内部円筒導体の半径はdm］，

これを囲んだ外側円筒導体の内径はわ［m］である（α＜わ＜＜1）．導体間の比誘電率はε，である．『但

し，真空の誘電率をεo［F／m］とする．

（1）内部円筒導体に＋g［C］，外側円筒導体に一g［C］の電荷を与えたときを考える．ここで，同軸円

　筒の中心から妊m］（α≦7≦ろ）の位置での電束密度D［C／m2］と電界の強さE［V／m］を，9，7

　　などを用いて求めよ．

（2）内部円筒導体と外側円筒導体の間に発生する電三差7【V］を求めよ．

（3）両三三間の静電容量C［F］を求めよ．

（4）ここで，一，α［m］，ゐ［m］を変化させるとする．このとき，内部円筒
　導体と外側円筒導体に電位差7［V］を印加したとき，電界の強さがEo［V／m］を越えないように

　するたφの内部円筒導体の半径α［m］のとりうる値の範囲を，Eo，　C，7などを用いて求めよ．
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平成22年度　編入学者・転入学者選抜学力検査　［問題　つづき］

問2　図2（a）に示す半径α［m］の円形ループ導体，図2（b）および図2（c）に示す無限長の直線導体に，

それぞれ電流11［A】が矢印で示す方向に流れている．真空の透磁率をμo［H／mlとする．以下の設問

にある図番号には十分注意すること．

（1）図2（a）において，電流の微少部分み【m】が座標点p＝（0，0，z）につくる磁界の強さ詔［A／m］を，

　ぬなどを用いて求めよ．ここで求めた，紐とぬで表される関係を［＝＝＝＝＝コの法則と呼

　んでいる．この空欄に当てはまる最も適切な用語を答えよ．

（2）図2（a）において，座標点P＝（0，0；z）での磁束密度8【T］を求めよ．

（3）図2（b）において，長方形導線が直線導体から垂直距離4［m］　（4＞0）の位置にあり，同一平

　面上に南る．直線導体から距離κ【m］（d≦κ≦4＋α）離れた位置に，幅ぬ［m］の微少な面積

　認＝ろぬ［m2］について考える．微少な面積認［m2］を通る磁束♂Φ【Wblを，κ，ぬなどを用いて

　求めよ．

（4）図2（b）に示す，長方形導線（α×ゐ［m2］）を通る磁束φ［Wb］を求めよ．

（5）図2（c）において，正方形導線が直線導体から垂直距離4［m］（4＞0）の位置にあり，同一平面

　上にある．正方形導線（α×α［m2］）に乃［A】を矢印で示す方向に流した場合，2つの導線間に

　作用する旦亘F［N］を求めよ．
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平成22年度編入学者・転入学者選抜学力検査［問題］

科目2　電気回路
　　へ問1図1に示す回路において，電源電圧が100［V］として，以下の問いに答えよ。

く1）負荷の抵抗丑が8［Ω］であった場合に，負荷の両端につながれた交流電圧計の指示値を求めよ。

（2）負荷の消費電力の大きさを求めよ。

（3）図2に示すように負荷の抵抗丑を6［Ω］に変更した。このとき，抵抗丑と並列にコンデンサσを

　接続すると，交流電圧計の指示値は（1）の場合と同じ値となった。コンデンサCのリアクタンスXσ

　は何［Ω］であるか求めなさい。ただし，インダクタンスしのリアクタンスXLより大きい値とする。

問2図3に示すRLC直列回路において，電源電圧uと回路を流れる電流‘を表す式が次のように

なった。以下の問いに答えよ。

　　　・一、厄・100，in（　　πω診＋一），∫一、厄・25、in（ω彦一互），ω．50雁

　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　6

（1）この回路の力率を求めよ。

（2）この回路の消費電力を求めよ。

（3）抵抗丑の値を求めよ。

（4）電源の周波数を1／3倍にしたところ，電流計の読みが50［A］となった。L，　Cの値を求めよ。

　（解答は分数のままでよい）

問3定常状態にある図4の回路において，諾＝0でスイッチ5を開じた。

（1）スイッチ5を閉じる前のインダクタンスLを流れる電流∫1を求めよ。

（2）スイッチ5を閉じた後の抵抗R2を流れる電流‘2を求めよ。
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